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●
入
居
資
格
　
住
宅
に
困
窮
し
て
月

　
額
所
得
が
15
万
８
０
０
０
円
以
下

　
の
人
。
同
居
中
ま
た
は
同
居
し
よ

　
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

●
申
込
方
法
　
建
設
デ
ザ
イ
ン
課
・

　
内
子
分
庁
・
小
田
支
所
に
あ
る
申

　
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
７
月
24
日（
月
）

●
そ
の
他
　
入
居
時
に
家
賃
３
カ
月

　
分
の
敷
金
が
必
要

　
０
１
３
７
４
３
４

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
　
管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

●
住
宅
の
規
格
・
家
賃
な
ど

《
土
居
第
１
団
地

　１
０
４
号
》

▽
住
所
　
内
子
３
５
９
０
番
地

▽
構
造
　
中
層
耐
火
３
階
・
Ｈ
９
建

▽
面
積
ほ
か
　
74・
70
㎡
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
家
賃（
月
額
）　
２
万
４
８
０
０
円
～

※
駐
車
場
な
し

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

土居第１団地の外観

●手当額（児童１人あたり月額）
▷１級　５万3,700円
▷２級　３万5,760円
　中度以上の障がいのある児童（20歳未満）を家
　庭で養育している人に支給されます。

《特別児童扶養手当》
●手当額（児童１人あたり月額）
▷３歳未満  １万5,000円 
▷３歳～小学生  １万円（第３子以降は１万5,000円） 
▷中学生  １万円
　生まれた日の翌月から、中学校修了前の児童を
　養育している人に支給されます。
※受給するには現況届が必要な場合があります。

《児童手当》

●手当額（児童１人あたり月額）　１万5,220円
　重度の障がいがあるため、日常生活で常に介護
　を必要とする20歳未満の人に支給されます。

《障害児福祉手当》

●手当額（１人あたり月額）　２万7,980円
　重度の障がいがあり、日常生活で常に特別な介護
　を必要とする在宅の20歳以上の人に支給されます。

《特別障害者手当》

●手当額（月額）　１万410円～４万4,140円
　父母の離婚などで、父（母）と生活を共にできな
　い児童の母（父）、または父母に代わって児童を
　養育している人に支給されます。
※金額は所得に応じて決まります。対象児童が２
　人以上の場合は加算があります。

《児童扶養手当》

【申請・問い合わせ】
保健福祉課　障がい者福祉係
☎０８９３（４４）６１５４

【申請・問い合わせ】
こども支援課　児童福祉係
☎０８９３（２３）９２５５

各種福祉手当の制度をご存じですか

ＩＤ 　
支
援
給
付
金
」を
受
給
し
た
人
に

　
は
、
前
回
同
様
に
支
給
し
ま
す
。

②
今
回
新
た
に
対
象
と
な
る
世
帯
、

　
世
帯
主
が
変
更
し
た
世
帯
に
は
、

　
口
座
な
ど
の
確
認
後
に
支
給
し
ま
す
。

●
給
付
日
ほ
か
　
対
象
者
に
７
月
３

　
日
に
通
知
書
な
ど
を
送
付
し
、
28

　
日
か
ら
給
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
　
福
祉
庶
務
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　
電
気
代
な
ど
の
高
騰
を
受
け
て
、

家
計
へ
の
影
響
が
特
に
大
き
い
世
帯

に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
給
付
対
象
者
　
５
年
６
月
１
日
に

　
内
子
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、世

　
帯
全
員
の
５
年
度
住
民
税
均
等
割

　
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
の
世
帯
主

●
給
付
額
　
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

●
支
給
方
法

①
給
付
対
象
者
で
、４
年
度
の「
電
力・

　
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急

物
価
高
騰
の
負
担
を
軽
減

「
内
子
町
生
活
・
暮
ら
し
支
援
特
別
給
付
金
」

６月号掲載の「農業委員・農地利用最適化推進委員」の記事に、お名前の誤

りがありました。お詫びして訂正いたします。誤：怱那善伴→正：怱那喜伴
お詫び
と訂正2023. 7   広報うちこ  27

物
価
高
騰
の
負
担
を
軽
減

「
内
子
町
生
活
・
暮
ら
し
支
援
特
別
給
付
金
」

郷
之
谷
川

●
内
子
駅

●

伊
予
銀
行

●
内
子
座

肱
川
通
り

中町

本町

清
正
川

内
山
建
材
●

●本
町
広
場

●

内
子
児
童
館

７日可燃ごみ・８日生ごみ収集場所

●
ウ
エ
ダ
オ
ー
ト

●●高
橋
邸

高
橋
邸 ●

内
子
幼
稚
園

●
内
子
幼
稚
園

交通規制区域
午前８時
～午後10時 生ごみ収集場所生

坂
町

生
生

生
生

可燃 可燃ごみ収集場所

９日生ごみ収集場所
（※雨天順延時）

生

生

※笹踊り中のみ※笹踊り中のみ
　通行止め　通行止め

生

●

古
川
医
院

駐
車
場

生

可燃

生
可燃

可燃

可燃

●
場
所
　
内
子
町
本
町
通
り
商
店
街

●
各
イ
ベ
ン
ト
の
日
時
な
ど

《
内
子
夏
ま
つ
り
》

▽
日
時
　
７
月
15
日（
土
）午
後
１
時
～

※
雨
天
時
は
16
日（
日
）に
順
延

《
内
子
の
夜
市
》

▽
日
時
　
７
月
22
日（
土
）午
後
６
時
30
分
～

※
雨
天
時
は
23
日（
日
）に
順
延

《
各
イ
ベ
ン
ト
の
共
通
事
項
》

※
交
通
規
制
の
時
間
と
区
間
は
、
観
光
サ
イ

　
ト「
内
子
さ
ん
ぽ
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　https://w
w

w
.w

e-love-uchiko.jp

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
ま
ち
づ
く
り
商
店
街
協
同
組
合

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
０
６
６

●
日
時
　
７
月
29
日（
土
）午
後
５
時
30
分
～

●
場
所
　
内
子
町
役
場
小
田
支
所
前
広
場

●
主
な
催
し
　
大
絵
燈
籠
の
展
示
、
和
太
鼓

　
演
奏
、
演
劇
、
燈
籠
流
し
　
他

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
時
間
な
ど
の
詳
細

　
は
、
小
田
燈
籠
ま
つ
り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　https://odam
iyam

a.w
ixsite.com

/

　odatouroum
atsuri

【
問
い
合
わ
せ
】

小
田
燈
籠
ま
つ
り
保
存
会

☎
０
８
０
（
２
９
７
７
）
１
３
２
５

●
日
時
　
８
月
６
日（
日
）、
７
日

　（
月
）

●
場
所
　
内
子
町
本
町
商
店
街

●
主
な
催
し

▽
６
日
　
笹
飾
り
、
内
鼓
座
祭
り

　（
和
太
鼓
演
奏
）　
他

▽
７
日
　
笹
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
他

※
雨
天
時
は
８
日（
火
）に
順
延

●
交
通
規
制
　
時
間
・
場
所
は
下

　
図
の
と
お
り

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
笹
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
０
６
６

【
ご
み
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
　
環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

　笹まつりの期間中は交通規制

を行います。７日が雨で終日中

止の場合は順延になり、８日に

実施します。時間は午前８時～

午後10時です。

　６～８日はごみ収集場所が左

図のように変わります。

《交通規制とごみ収集》

小田燈籠まつり2023
７月29日（土）

内子商店街イベント
７月15日（土）、22日（土）

内子笹まつり　８月６日（日）、７日（月）

内子内子のの夏祭夏祭りり
ＳＵＭＭＥＲＳＵＭＭＥＲ 　 　ＦＥＳＴＩＶＡＬ　ＵＣＨＩＫＯＦＥＳＴＩＶＡＬ　ＵＣＨＩＫＯ　２０２３　２０２３

商
店
街
に
大
き
な
笹
飾
り
が
並
ぶ
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コラム＊ねんきん瓦版

　５年４月から６年３月までの国民年金保険料
は、月額１万6,520円です。保険料が未納のまま
だと、将来的に老齢基礎年金を受けられない場
合や、不慮の事態で死亡したり障がいが残った
りしたときに「障害基礎年金」や「遺族基礎年金」
が受けられない場合があります。経済的な理由
などで保険料を納めることが難しいときは、「免
除制度」や「納付猶予制度」をご利用ください。
●保険料免除制度とは
　本人と世帯主、配偶者の前年度の所得が一定
額以下の場合や、失業した場合などで、保険料
の納付が難しいときに利用できる制度です。本
人が申請して承認されると納付が免除されま
す。免除される額は、「全額」「４分の３」「半額」

「４分の１」の４種類です。
●保険料納付猶予制度とは
　本人の年齢が50歳未満で、本人・配偶者の

前年度の所得が一定以下の場合には、本人が申請
することで保険料の納付が猶予されます。将来の
年金額には反映されませんのでご注意ください。
●制度を利用するためには申請が必要
　内子町役場本庁、内子分庁、小田支所で申請で
きます。申請は７月１日から受け付けています。
●その他
▷学生は「学生納付特例制度」をご利用ください。
▷免除申請は、申請時点の２年１カ月前の月分ま
　でさかのぼることができます。
▷失業を理由に申請するときは、雇用保険受給資
　格者証や離職票などをお持ちください。
【問い合わせ】
〇住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２
〇松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５

保険料の納付が難しいときは――
国民年金の保険料免除・猶予制度

　
め
の
日
常
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
」

●
講
師
　
服
巻
智と

も
こ子

さ
ん（
Ｍマ

イ

ン

ド

ｉ
ｎ
ｄ

　
＆ア

ン
ド

Ｈホ

ー

プ

ス

ｏ
ｐ
ｅｓ
所
長
、臨
床
心
理
士
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

発
達
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

　
発
達
障
が
い
の
人
に
多
く
見
ら
れ

る「
対
人
関
係
が
苦
手
」「
こ
だ
わ
り

が
強
い
」な
ど
の
特
性
を
理
解
し
て
、

生
き
づ
ら
さ
を
和
ら
げ
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
８
月
３
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ
　「
困
難
さ
を
和
ら
げ
る
た 

特
性
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会

　
を
利
用
し
、
町
内
の
工
務
店
な
ど

　
を
利
用
し
て
建
て
る
住
宅

▽「
内
子
町
景
観
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

　「
内
子
町
景
観
計
画
に
定
め
る
景

　
観
形
成
基
準
」に
適
合
す
る
住
宅

※
日
本
瓦
葺
き
屋
根
で
指
定
の
配
色

　
と
し
た
場
合
は
、
補
助
金
を
10
万

　
円
加
算
し
ま
す
。

●
補
助
金
額
　
主
要
部
材（
町
産
材
）

　
１
㎥
に
つ
き
４
万
円

※
上
限
１
０
０
万
円

【
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
　
林
業
振
興
係（
内
子

分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　
内
子
町
産
材
を
利
用
し
て
住
宅
を

新
築
す
る
人
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
の
対
象

▽
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
在
来
工
法

　
で
新
築
す
る
一
戸
建
て
住
宅
で
、

　
延
べ
床
面
積
が
66
㎡
以
上
の
も
の

▽
主
要
部
材
の
70
％
以
上
に
町
産
材

木
造
住
宅
の
建
築
が
お
得
に

町
産
材
利
用
住
宅
の
新
築
費
用
を
補
助
し
ま
す

町産材を使用した住宅
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町からのお知らせ

特
性
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演
会

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
新
し
い

被
保
険
者
証（
薄
桃
色
）
を
７
月
下

旬
に
交
付
し
ま
す
。
有
効
期
間
は
８

月
１
日
～
６
年
７
月
31
日
で
す
。

●
窓
口
負
担
割
合
　
医
療
機
関
を
受

　
診
し
た
と
き
の
窓
口
負
担
割
合

　
は
、
被
保
険
者
の
所
得
な
ど
に

　
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
被
保
険
者
証
と
あ
わ
せ

　
て
送
付
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

※
５
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書

　
は
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

▽
療
育
手
帳
…
重
度

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
…

　
１
・
２
級

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す

　
る
と
、
現
在
加
入
中
の
健
康
保
険

　
よ
り
も
保
険
料
や
医
療
費
負
担
額

　
が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
試

　
算
も
で
き
ま
す
の
で
気
軽
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　
75
歳
以
上
の
人
が
加
入
で
き
る
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
で
す
が
、

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

《
一
定
の
障
が
い
と
は
》

次
の
い
ず
れ
か
を
持
つ
人

▽
国
民
年
金
証
書
…
障
害
年
金
１
・

　
２
級

▽
身
体
障
害
者
手
帳
…
１
～
３
級
、

　
４
級（
音
声
機
能
ま
た
は
言
語
機

　
能
障
害
、
下
肢
障
害
１
・
３
・
４
号

　
の
い
ず
れ
か
）

65
歳
以
上
で
障
が
い
が
あ
る
人
も
対
象

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　内子町歴史民俗資料館で学芸員とともに収蔵
資料や内子市街地の歴史を調査・研究するボラ
ンティア「学芸サポーター内子れきみん班」を募
集します。
　学芸サポーターへの参加を希望する人は、次
の①～④の講座を受講してください。
《講座内容》
①ガイダンス

▷日時　７月30日（日）午前10時～ 11時30分
▷内容　活動内容の説明、館内の見学など
②講座「民俗資料の活かし方」
▷日時　８月11日（金）午前10時～正午
▷講師　大本敬

たかひさ

久さん（県歴史文化博物館専門
　学芸員）
▷内容　民俗資料の活かし方などをワーク
　ショップ形式で学びます。

③講座「『永代録』に見る明治・大正期の六日市の
　歴史」
▷日時　９月10日（日）午前10時～正午
④講座「くすり広告・看板」
▷日時　11月26日（日）午後１時～３時
《各講座共通》
●場所　歴史民俗資料館（商いと暮らし博物館）
●対象者　中学生以上
●受講料　無料
●申込方法　７月28日（金）までに電話でお申し込
　みください。
※講座③④の詳細は、後日お知らせします。

【申込・問い合わせ】
町並・地域振興課　歴史まちづくり係（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１８

同封のパンフレット

内子の歴史に興味がある人へ――

「学芸サポーター」の養成講座を開きます
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※
詳
し
く
は
内
子
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
０
１
３
６
８
９
０

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
健
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　
内
子
座
で
数
多
く
の
公
演
を
手
が

け
た「
内
子
座
社
中
ふ
れ
だ
い
こ
」

の
歴
史
を
、
版
画
家
・
山
田
き
よ
さ

ん
制
作
の
ポ
ス
タ
ー
を
通
し
て
振
り

返
り
ま
す
。

●
開
催
期
間
　
８
月
11
日（
金
）
～

　
30
日（
水
）

●
場
所
　
内
子
町
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

　
タ
ー
／
内
子
座

●
入
場
料
　
無
料（
内
子
座
の
入
館

　
料
は
別
途
必
要
）

【
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　
歴
史
ま
ち
づ

く
り
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

　
町
内
の
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ
の
会

員
が
歌
声
を
披
露
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
30
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
　
時
開
演

●
場
所
　
内
子
町
共
生
館

●
入
場
料
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治・学
習
課

生
涯
学
習
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　
高
齢
者
が
気
を
付
け
た
い
運
動
や

食
事
の
方
法
な
ど
を
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
が
楽
し
く
話
し
ま
す
。

●
日
時
　
８
月
22
日（
火
）、
９
月
26

　
日（
火
）、
10
月
24
日（
火
）、
11
月

　
14
日（
火
）
／
午
前
10
時
～
正
午

　（
受
付
９
時
30
分
～
）

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
健
康
に
関
す
る
講
話
な
ど

●
対
象
　
65
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
各
回
30
人

●
参
加
費
　
１
回
１
０
０
円

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
８
月
10
日（
木
）

●
期
間
　
７
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
～
９
月
24
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所
　
木
蠟
資
料
館
上
芳
我
邸

●
入
場
料
　
５
０
０
円（
中
高
生
は

　
２
５
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

　
ボ
ー
ト
遊
び
や
生
物
採
取
な
ど
、

小
田
川
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時
　
７
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
場
所
　
豊
秋
河
原

●
定
員
　
80
人

●
参
加
費
　
２
０
０
円

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
１
２
２
１

夏
の
小
田
川
を
満
喫
し
よ
う

「
元
気
わ
く
わ
く
川
ま
つ
り
」

●
日
時

　７
月
20
日（
木
）午
後
７
時
～

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ
　「
窯
跡
か
ら
み
た
砥
部

　
焼
の
歴
史
」

●
講
師
　
槙
林
啓け

い
す
け介
さ
ん（
愛
媛
大

　
学
准
教
授
）

●
内
容
　
江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で

　
の
砥
部
焼
の
歴
史
や
、
窯
跡
の
活

　
用
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

●
受
講
料
　
５
０
０
円（
高
校
生
は

　
無
料
）

※
全
７
回
の
講
座
を
受
講
で
き
る
年

　
会
員（
会
費
２
千
円
）も
あ
り
ま
す
。

※
ラ
イ
ブ
配
信
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
受
講
日
の
前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治・学
習
課

生
涯
学
習
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　gakusyujichi-s@
tow

n.uchiko.

　ehim
e.jp

　
木
蠟
の
特
徴
や
使
い
方
を
、
ク
レ

ヨ
ン
や
ワ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
製

品
に
触
れ
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

「
あ
っ
た
か
広
場
」で

健
康
に
つ
い
て
学
ぼ
う

気
軽
に
文
化
講
座「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
in
内
子
」

木
蠟
に
触
れ
て
学
ぼ
う

上
芳
我
邸
で
企
画
展
を
開
催

内
子
町
文
化
協
会「
第
14
回

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」の
ご
案
内

ポ
ス
タ
ー
で
振
り
返
る

「
内
子
座
社
中
ふ
れ
だ
い
こ
」展示するポスターの例

夏の川遊びを楽しもう

ＩＤ
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くらしの情報

　　
試
験
日
な
ど
の
詳
細
は
、自
衛
官
募

集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
種
目
　
一
般
曹
候
補
生
、
防

　
衛
大
学
校
学
生
、
自
衛
官
候
補

　
生
、
航
空
学
生
な
ど

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
　
大
洲

地
域
事
務
所

☎
０
８
９
３
（
２
４
）
４
１
２
３

　
土
砂
災
害
の
被
害
防
止
を
呼
び
か

け
る
た
め
、
小
中
学
生
が
制
作
し
た

ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
～
９
月
15
日（
金
）

●
応
募
方
法
　
郵
送
ま
た
は
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
愛
媛
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
砂
防
課
　
管
理
係

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
３
７

●
日
時
　
７
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～

●
場
所
　
城
の
台
公
園

●
対
戦
相
手
　
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ

　
ソ
ッ
ク
ス

●
入
場
料
　
１
０
０
０
円

※
前
売
り
券
は
８
０
０
円
、
高
校
生

　
以
下
は
無
料
で
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
購
入
　
自
治
・
学
習
課

　（
内
子
分
庁
内
）、各
自
治
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治・学
習
課

社
会
体
育
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

土
砂
災
害
の
被
害
防
止
を

絵
画
と
作
文
で
伝
え
よ
う

気
軽
に
文
化
講
座「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
in
内
子
」

集

募平
和
と
安
全
を
守
る
―
―

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

内
子
町
で
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン

パ
イ
レ
ー
ツ
を
応
援
し
よ
う

し

催

内
子
町
文
化
協
会「
第
14
回

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
」の
ご
案
内

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

●１次試験
▷ 期日　９月17日（日）午前９時～午後５時予定
▷場所　大洲市役所
※２次試験は11月上旬の予定です。詳細は１次試
　験合格者に通知します。
●応募方法　必要書類を同封して郵送してくださ
　い。郵送以外は受付できません。
●必要書類　受験申込書、受験票、最終学校卒業
　（見込）証明書
※受験申込書と受験票は、大洲地区広域消防事務

　組合ホームページから入手できます。
　 http://ozu119.jp/
●応募期限　８月４日（金）（消印有効）
※詳しくは、地区回覧の「令和５年度大洲地区広
　域消防事務組合消防職員採用試験案内」か、ホー
　ムページをご覧ください。
【応募・問い合わせ】
〒７９５―００１２　大洲市大洲1034番地の４
大洲地区広域消防事務組合消防本部総務課
☎０８９３（２４）２６６６

試験区分 採用人数 応募資格

消防職

初級

一般 ３人程度 平成９年４月２日以降生まれで、大学・短期大学・高等学校を卒業、または令和
５年度末までに卒業見込みの人

救急救命士 ２人程度 平成９年４月２日以降生まれで、救急救命士の資格を有する人、または令和５年度
末までに同国家試験の受験資格を有し、５年度実施予定の同試験受験見込みの人

消防職経験者 若干名 昭和60年４月２日以降生まれで、愛媛県外の消防機関で消防吏員としての５年
以上の職務経験を有する人

消防職員を募集します
大洲地区広域消防事務組合
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【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　
地
震
防
災
対
策
に
地
域
の
皆
さ
ん

の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
避
難
意

識
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
　
８
月
末
ま
で（
予
定
）

●
回
答
方
法
　
専
用
の
回
答
フ
ォ
ー

　
ム
か
ら
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
閣
府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）

☎
０
３
（
３
５
０
１
）６
９
９
６

　「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
の
た
め

の
退
職
金
制
度
で
、
国
が
掛
け
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
全
額
非
課
税

で
手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３（
６
９
０
７
）１
２
３
４

●
日
時
　
８
月
８
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

●
定
員
　
15
人

●
参
加
費
　
３
０
０
円

●
持
参
品
　
マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
８
月
７
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　
台
風
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
多
く

発
生
し
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
気
象
情
報
を
確
認
し
て
、
早

め
の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
日
常
生
活
の
備
え
》

▽
家
の
屋
根
や
壁
、
外
周
な
ど
に
傷

　
み
が
な
い
か
点
検
す
る

▽
側
溝
や
排
水
溝
を
掃
除
す
る

▽
非
常
用
品（
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、

　
非
常
食
、
水
な
ど
）を
用
意
す
る

▽
家
族
で
緊
急
時
の
連
絡
手
段
や
避

　
難
場
所
に
つ
い
て
話
し
合
う

▽
防
災
マ
ッ
プ
で
近
く
の
危
険
箇
所

　
を
確
認
す
る

　
し
て
い
る
人
。
創
業
し
て
間
も
な

　
い
人
や
創
業
に
興
味
が
あ
る
人

●
定
員
　
15
人

●
申
込
期
限
　
７
月
21
日（
金
）

※
詳
し
く
は
内
子
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
０
１
３
７
１
５
８

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　
商
工
観
光
班

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

《
健
康
講
座（
講
話
／
調
理
実
習
）》

●
内
容
　「
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」

　
／
「
体
力
回
復
料
理
」

　
事
業
計
画
の
作
り
方
な
ど
、
開
業

ま
で
に
必
要
な
知
識
を
学
べ
ま
す
。

規
定
数
を
受
講
す
る
と
、登
録
免
許
税

軽
減
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
開
催
日
　
７
月
25
日
、８
月
１
日
、

　
８
日
、
21
日
、
29
日（
全
５
回
）

●
時
間
　
午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
～
８
時
30
分

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
講
師

▽
東
矢
憲け

ん
じ二

さ
ん（
四
国
ビ
ジ
ネ
ス

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
）

▽
菊
地
義よ

し
か
ず一

さ
ん（
株
式
会
社
楽
農

　
研
究
所
）※
29
日
の
み

●
対
象
　
創
業
を
予
定
ま
た
は
検
討

内
子
で
の
創
業
を
支
援

「
創
業
塾
セ
ミ
ナ
ー
in
内
子
町
」

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

地
域
防
災
力
向
上
の
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

事
前
の
準
備
が
大
切
―
―

台
風
へ
の
備
え
は
万
全
に

ＩＤ

退
職
金
制
度「
中
退
共
」
で

中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

回
答
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

ほっこり笑顔になれる場所

「内子のほっこりマルシェ」
　内子町でハンドメイドをしているママ
たちが始めたマルシェです。食や雑貨、
人気のキッチンカーなどを集めます。
●日時　７月16日（日）
　午前10時～午後３時
●場所　内子まちの駅Ｎａｎｚｅ
●内容　ハンドメイド雑貨や飲食物な
　どの販売

【問い合わせ】
ほっこりマルシェ実行委員会代表（金森）
☎０９０（７５７１）８８５９

イベントの詳細はインスタグラム
をご確認ください▶
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くらしの情報

　
国
民
保
護
計
画
は
、
武
力
攻
撃
か

ら
国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
生

活
へ
の
影
響
を
最
小
に
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

で
す
。
内
子
町
国
民
保
護
協
議
会
で

の
審
議
な
ど
を
経
て
、
5
年
３
月
に

改
訂
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
内
子
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
０
１
３
６
７
６
０

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
危
機
管
理
班
　
消
防
防
災
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
０

※
す
で
に
他
の
狩
猟
免
許
を
所
持
す

　
る
人
は
３
９
０
０
円

※
無
免
許
ま
た
は
無
許
可
で
鳥
獣
の

　
捕
獲
を
行
っ
た
場
合
、
１
年
以
下

　
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

　
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
　
林
業
振
興
係（
内
子

分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　
県
立
産
業
技
術
専
門
校
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
希

望
者
は
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
各
校

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。
詳
細
は
愛
媛
県
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

《
新
居
浜
産
業
技
術
専
門
校
》

●
日
時
　
７
月
21
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

☎
０
８
９
７
（
４
３
）
４
１
２
３

《
宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校
》

●
日
時
　
７
月
28
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

☎
０
８
９
５
（
２
２
）
３
４
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会
　
自
治・学
習
課

社
会
体
育
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
軽
減
を
目
的
に
、

狩
猟
免
許
の
取
得
に
か
か
る
費
用
を

助
成
し
ま
す
。
対
象
は
合
格
者
の
み

で
す
。

《
狩
猟
免
許
試
験
事
前
講
習
会
》

●
講
習
日
／
会
場

▽
７
月
17
日（
月
）
／
新
居
浜
市
市

　
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
新
居
浜
市
）

▽
７
月
23
日（
日
）、
11
月
26
日（
日
）

　
／
愛
媛
県
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

　（
松
山
市
）

●
時
間
　
午
前
９
時
～

●
受
講
料
　
８
５
０
０
円

※
受
講
に
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必

　
要
で
す
。
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で

　
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《
狩
猟
免
許
試
験
》

●
試
験
日

▽
第
１
回
　
７
月
31
日（
月
）

▽
第
２
回
　
９
月
10
日（
日
）

▽
第
３
回
　
12
月
３
日（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
～

●
受
験
手
数
料
　
５
２
０
０
円

●
期
間
　
７
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
～
８
月
20
日（
日
）

●
開
園
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
７
月
15
日
の
み
午
後
１
時
に
開
園

●
料
金
　
無
料

●
注
意
事
項

▽
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
で
な
け
れ
ば
泳
げ
ま
せ
ん
。

▽
円
形
プ
ー
ル
は
小
学
６
年
生
以
下

　
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
中
学
生

　
以
上
で
も
小
学
３
年
生
以
下
に
付

　
き
添
う
場
合
は
利
用
で
き
ま
す
。

▽
50
㍍
プ
ー
ル
は
小
学
４
年
生
以
上

　
で
身
長
１
３
０
㌢
以
上
の
人
が
対

　
象
で
す
。
そ
れ
以
外
の
人
が
利
用

　
す
る
場
合
は
常
に
保
護
者
が
付
き

　
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
施
設
内
の
禁
止
事
項
な
ど
を
守
っ

　
て
安
全
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
の
取
得
に
か
か
る

費
用
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
事
業
計
画
の
作
り
方
な
ど
、
開
業

ま
で
に
必
要
な
知
識
を
学
べ
ま
す
。

規
定
数
を
受
講
す
る
と
、登
録
免
許
税

軽
減
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
開
催
日
　
７
月
25
日
、８
月
１
日
、

　
８
日
、
21
日
、
29
日（
全
５
回
）

●
時
間
　
午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
～
８
時
30
分

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
講
師

▽
東
矢
憲け

ん
じ二

さ
ん（
四
国
ビ
ジ
ネ
ス

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
）

▽
菊
地
義よ

し
か
ず一

さ
ん（
株
式
会
社
楽
農

　
研
究
所
）※
29
日
の
み

●
対
象
　
創
業
を
予
定
ま
た
は
検
討

内
子
で
の
創
業
を
支
援

「
創
業
塾
セ
ミ
ナ
ー
in
内
子
町
」

内
子
町
国
民
保
護
計
画
を

３
月
に
改
訂
し
ま
し
た

も
の
づ
く
り
を
学
ぶ
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

内
子
運
動
公
園
プ
ー
ル
の

開
園
の
お
知
ら
せ

知

ら

せ

お

本格的な50㍍プール

ＩＤ
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